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概要 

日本の演劇業界に対して COVID-19 が及ぼした影響を調査し、今後の演劇を振

興するための方法を提言する。COVID-19 の流行に伴う外出自粛や規制強化などに

よって、演劇業界は多大なる影響を受けた。世の中が変化するとともに、演劇業界

も適応策を講じてきた。 
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1. COVID-19 と演劇市場 

 COVID-19 の流行によって、演劇市場に様々な問題が発生した。本論文で取り上

げるのは、市場規模の縮小 (1.2) と集団感染のリスク (1.3) である。 

 

1.1 調査範囲 

  この論文では、日本国内の演劇市場を対象に調査を行った。海外における演劇市

場や、下記の分野は除く。 

・ 歌舞伎 

・ 能・狂言 

 

1.2 市場規模の縮小 

演劇の市場規模は、2013 年から 2019 年まで年々拡大を続けていた [53]。2013

年から 2020 年までの市場規模を示したのが、図 1 である。2019 年の市場規模が

2013 年の約 1.55 倍に拡大していることから、演劇の人気が年々高まっていたと考

えられる。 

しかし、2020 年 2 月下旬から日本でも流行し始めた COVID-19 によって、市場

規模は 2019 年の約 3 割にまで縮小してしまった。感染症拡大防止のため、公演中

止や規模の縮小を余儀なくされたのだ [53]。 

もし、2013 年から 2019 年までと同様に成長を続けていた場合、2020 年の市場

規模は 1350 億円まで拡大していたと推定できる。しかし、2020 年の実績値は 378

億円であった。COVID-19 流行の影響は、非常に甚大であるといえるだろう。
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図 1： 演劇の市場規模 （[46][53][54]を参考に作成） 

（注）各年度の実績値は、下記の方法で求めた。なお、小数点以下は四捨五入した。 

2013 年～2017 年： 各年度のステージ市場規模×63.1％ 

2018 年～2020 年： 各年度のステージ市場規模×各年度における演劇の割合 

 

1.3 集団感染発生のリスク 

 演劇市場においても、集団感染発生のリスクはある。これまでに演劇関連で実

際に発生した集団感染を、表 1 にまとめた。感染人数の欄に◎印が付いている公演

は、観客の感染が確認された公演である。◎印がない公演は、感染者が公演関係者

に限られている。 

この中で特筆すべきなのは、新宿シアターモリエールで発生した集団感染である。

ガイドラインから逸脱したことによって、演劇関係者の怒りを買った [23]。集団感

染発生に寄与した可能性がある点は、下記のとおりである [23]。 

 演者の中に体調不良者がいたにもかかわらず、公演を続行した。 
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 どの問題点も、ガイドラインに則して安全を第一に考えていれば起こらなかった

はずだ。したがって、新宿シアターモリエールにおける集団感染は防止できたと考

えられる。 

 しかし、万全だと思われる対策をしても、集団感染が発生することはある。埼玉

県さいたま市のミュージカル座稽古場で発生した集団感染は、まさにその例だ。 

表１ 演劇関連の集団感染例 

発生月 発生場所 劇団名 感染人数 文献 

2020 年

7 月 

新宿シアターモリエール 

（東京都新宿区） 

(株)ライズコミュ

ニケーション主催 
◎75 人 [34] 

2020 年

8 月 

宝塚大劇場 

（兵庫県宝塚市） 
宝塚歌劇団 花組 13 人 [29] 

2020 年

10 月 

当該劇団の稽古場 

（埼玉県さいたま市） 
ミュージカル座 76 人 [21] 

2020 年

11 月 

非公表 

（兵庫県神戸市） 
非公表 8 人 [20] 

2021 年

1 月 

弁天座 

（奈良県大和高田市） 
劇団菊太郎 ◎24 人 [13] 

2021 年

5 月 

非公表 

（愛知県名古屋市） 
非公表 ◎26 人 [26] 

2021 年

5 月 

きつき衆楽観 

（大分県杵築市） 
非公表 ◎14 人 [11][12] 

2021 年

6 月 

博多新劇座 

（福岡県福岡市） 
非公表 12 人 [39] 

2021 年

8 月 

秋田市文化会館 

（秋田県秋田市） 

地域活性化芸能団

体主催 
12 人 [27][43] 
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2. 変化した世の中への適応策 

 COVID-19 の流行によって大きく変化した世の中に伴って、演劇業界も変化を遂

げた。この論文では、演劇業界の変化を観劇の形態 (2.1)、過去作品の配信 (2.2)、

プロモーション方法 (2.3) という 3 つの観点から比較する。 

 

2.1 観劇の形態 

COVID-19 の流行によって、観劇場所が劇場からオンラインへと変化した。

COVID-19 流行以前は、劇場だけで上演するのが一般的だった [19]。しかし、感染

リスクが高まるとされる密閉空間である劇場を不安視する声も相まって、劇場での

公演は困難になってしまった。 

劇場で公演ができないならば、オンラインに頼るしかない。そこで、稽古場所も

上演場所もオンラインという新しい演劇が誕生した [19]。 

最初に発出された緊急事態宣言が解除された 2020 年 6 月からは、劇場で上演し

つつ、それをオンラインで配信するという形態が始まった [19]。この形態は、ハイ

ブリッド上演とも呼ばれている。 

2020 年 7 月に PARCO 劇場で上演された『大地（Social Distancing Version）』

では、劇場に観客を入れた上でのハイブリッド上演が行われた。興行側にとっては

収益をより多く獲得できるという利点があるほか、観客にとっては観劇形態が選択

できるという利点がある。 

 

2.2 過去作品の配信  

過去の作品が配信されるようになったきっかけも、COVID-19 の流行である。

COVID-19 が流行する前は、多くの記録映像が撮ったままの死蔵状態だった [8]。

そこで立ち上がったのが、「緊急舞台芸術アーカイブ+デジタルシアター化支援事業

（EPAD）」である [51]。 

EPAD でデジタルアーカイブ化された舞台映像は、早稲田大学演劇博物館が開設

した「Japan Digital Theatre Archives（JDTA）」で情報検索することができる [52]。

同じく戯曲は、一般社団法人日本劇作家協会が企画制作を担う「戯曲デジタルアー
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カイブス」で無料閲覧することができる [28]。COVID-19 の流行は、演劇業界のデ

ジタル化という好影響ももたらしたようだ。 

EPAD の主体となったのは、寺田倉庫株式会社と緊急事態舞台芸術ネットワーク

である [51]。 

EPAD は、文化庁の令和２年度戦略的芸術文化創造推進事業「文化芸術収益力強

化事業」に採択された [48]。国としても、演劇業界のデジタル化を推進したいこと

が窺える。 

 

2.3 プロモーション方法 

演劇のプロモーション方法も変わりつつある。COVID-19 流行前は主催公演ごと

にチラシを制作し、印刷を行っていた [9]。しかし、COVID-19 が蔓延している社

会には適していない。 

このような状況を踏まえ、公演情報は SNS で発信し、チラシの印刷は最低限に

抑える劇場や劇団が出現した [9]。現在の不安定な情勢下においては、チラシより

も SNS の方が優れているということができる。 

さらに、チラシの廃止は紙の削減にもなる。チラシ廃止に伴う紙の削減効果は非

常に大きい。今後、チラシを廃止する団体がさらに増加するのではないだろうか。 
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3. オンライン配信の現状 

 演劇のオンライン配信が始まってから約 2 年が経過し、その利点や欠点などが明

らかになった。オンライン配信を実際に視聴した人々の意見を取り入れながら、オ

ンライン配信の現状についてまとめる。 

 

3.1 利点 

 実際にオンライン配信を視聴した観客からは、下記の利点があるという声が聞か

れた。これらは、「新しい観劇様式についてのアンケート」の自由記述欄に書かれた

意見である (付録１参照) [14]。 

・ 劇場に行けない人でも観ることができる。 

これらの意見を加味し、オンライン配信の利点を以下の 4 つにまとめた。 

 

(1) 制約が少ない 

劇場で観劇する時よりも、制約が少ないことが利点であると考える。劇場での観

劇には、様々な制約が伴う。 

 

(2) 座席位置の影響がない 

座席の善し悪しに左右されないことが利点だという意見も挙がっている [5]。観

やすいかどうかを観劇直前まで危惧する必要がなくなった。 

 

(3) 総費用が少ない 

劇場での観劇時よりもチケット代が安価であることに加えて、観劇にかかる総費

用でも利点があると考える。観劇にかかる総費用を抑えるなら、オンライン配信で

の観劇の方が適している。 
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(4) 収益の上限がない 

劇団や劇場にとっては、得られる収益に限りがない点が最大の利点であると考え

る。オンライン配信だからこその収益の仕組みが、利点になっていると考える。 

 

3.2 欠点 

劇場での観劇に劣る部分もある。オンライン配信視聴者からは、以下のような意

見が挙がっている。 

・ 画面が固まったり、音声が途切れたりする通信トラブルがある。 

 上記の意見を踏まえて、オンライン配信の欠点を以下の３点にまとめた。 

 

(1) 劇場ならではの魅力の喪失 

劇場での観劇時に魅力であった部分が喪失し、そこが欠点になっている。観劇を

趣味とする人にとっては大きな減点要素だろう。 

 さらに、臨場感に欠けることも、オンライン配信の欠点であるようだ [5]。「劇場

で観る演劇には敵わない」といわれる所以は、臨場感の喪失にもあるだろう。 

 

(2) 双方向型コミュニケーションが困難 

 筆者は、演者と観客との双方向型コミュニケーションが困難であることも欠点で

あると考える。演者と観客との双方向でコミュニケーションを取りたいのであれば、

劇場の方が向いているといえる。 

 

(3) 観客の空気感が把握できない 

 劇団や劇場からみた欠点としては、観客の空気感が把握できないことが挙げられ

ると考える。観客の満足度にも関わる大きな欠点であると考える。 
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3.3 有料オンライン配信の需要 

 有料オンライン配信が世の中に定着し始めたとはいえ、その需要は未だに少ない。

しかし、今後は需要が伸びる可能性がある。その理由を、図 2 を用いて説明する。 

図 2 は、有料オンライン配信で重視するポイントについての答えを集計したグラ

フである。調査対象者の 53.8％は既存顧客または見込み顧客であり、2021 年 2 月

時点で「有料オンライン配信の視聴経験がある」と答えた 27.7％をはるかに上回っ

ている。見込み顧客に対してのアプローチが成功すれば、需要の増大が期待できる

ということだ。 
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図 2： 有料オンライン配信での重視点 （[41]を参考に作成） 

（注）複数回答可。ジャンルの指定はない。 
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4. 演劇の振興に向けての提言 

 今後、演劇を再度振興するためには、観客参加型演劇の上演 (4.1) とハイブリッ

ド上演の推進 (4.2) が有効だと考える。 

 

4.1 観客参加型演劇の上演 

観客参加型の演劇を上演することによって、観客の満足度が向上すると考える。

COVID-19 が蔓延している情勢では、直接触れずとも演者と観客との一体感を生み

出すことが重要だ。 

ここで、実際に行われた観客参加型演劇を紹介する。それが、2021 年 8 月～9 月

に上演された宮藤官九郎作・演出『愛が世界を救います（ただし屁が出ます）』であ

る [25]。劇団の大小を問わず、このような工夫を凝らした観客参加型演劇を上演す

ることが必要だと考える。 

また、観客参加型演劇の上演は、COVID-19 の流行が落ち着いた後でも有効だと

考える。コト消費の次に「トキ消費」が活発になるといわれているからだ [17]。ト

キ消費が活発になるのならば、演劇もその潮流に乗るべきだ。 

 

4.2 ハイブリッド上演の推進 

 観劇者の裾野を広げるために、業界としてハイブリッド上演を推進すべきだと考

える。劇場で観ることができない人にも、オンライン配信を用いてアプローチすべ

きだ。劇場での上演とオンライン配信との両方を行うことによって、様々な人にア

プローチすることができ、観劇者が増加すると考える。 

また、ハイブリッド上演を行い、今までより多くの収益を獲得する必要があると

考える。今後、上演費用が増加する可能性があるからだ。 

現在、小劇場で演劇を行う場合の予算は 180 万円～300 万円だといわれている 

[4]。今まで以上に費用がかかるということは、今まで以上に収益が必要だ。ハイブ

リッド上演の費用対効果を考慮する必要はあるが、より多くの利益を獲得するため

にはハイブリッド上演が必要だと考える。 
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 しかし、ハイブリッド上演でより多くの収益を獲得するには、オンライン配信自

体の魅力を向上させる必要があると考える。今のままでは、演劇ファンがオンライ

ン配信を観ない可能性が高いからである。 

そこで、筆者は演劇ファンに向けたオンライン限定コンテンツの配信が必要だと

考える。オンライン配信を上手く活用し、より多くの収益を獲得したいところだ。
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付録 1 「新しい観劇様式についてのアンケート」調査方法 

 「新しい観劇様式についてのアンケート」は、2020 年 12 月 7 日から 12 月 13 日

の 7 日間にわたって、Twitter を中心とした SNS で回答を集めた [16]。586 名の

年齢や性別、居住地、COVID-19 流行以前の観劇頻度は、図 3～図 6 にまとめた。 

 

 

 

図 3： アンケート回答者の年齢 （[16]を参考に筆者作成） 
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図 4： アンケート回答者の性別 （[16]を参考に筆者作成） 

 

 

図 5： アンケート回答者の居住地 （[16]を参考に筆者作成） 
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図 6： アンケート回答者の観劇頻度（COVID-19 流行以前） 

（[16]を参考に筆者作成） 
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付録 2 「文化に関する世論調査」調査方法 

「文化に関する世論調査」は、2021 年 1 月 29 日から 2 月 1 日にわたって、ウェ

ブ・パネルを用いて回答を集めた [41]。調査対象は、全国 18 歳以上の日本国籍

を有する者の中から抽出された 3,000 人である。回答者の年齢や性別、居住地は

図 7～図 9 に示す。 

 

 

 

図 7： 世論調査回答者の年齢 （[41]を参考に筆者作成） 
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図 8： 世論調査回答者の性別 （[41]を参考に筆者作成） 

 

 

図 9： 世論調査回答者の居住地 （[41]を参考に筆者作成） 
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